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..・一 緒 旨 ① ぐ2x3〕
艦

曾テ藤業組織内ノアラユル胆制ガ專ラ資本主嚢

ノ鋼約ニヨツテ支配サレタ時代二於イテ、勢力ノ

安便且 ツ鎧富ナル供給源 トシテ主 トシテ紡績業方

面二使用セラレタ若年女工二、驚 クペキ結核蔓延

妖態サ呈 シタ事ハ既二多藪 そ識者二匂 リ指摘 セラ

レタ所 デアル。之等 ノ若年女工メ・專ラ錆核虞女地

タル農村 ヨリ結核汚染地タル大都會二騒出サレ、

酷使 ト不衛生ナル生活環境ノ爲二極 メテ短期間二'

結殿 病ノ蓮命二略 リ・然モ何等 ノ鯖核封策上ノ

有敷ナノを虞置テ加ヘラレル事ナクシ匁農村二露郷

シ、鵬 農村徽 魏 ノ繰 源 け ツ鈍 ノデア

ノシ・之等ノ關係ガ纈 セラレ紺 共へ 結核撲澁

並 ピニ豫防 ヲ目的 トスル工場衛生管 理 モ徹 底サ
ノ ぴ　

レ・鰍 翻 辮 ノ低下現 ル謹 ツタ1

然ルニ満洲事愛後ノ念速ナ八軍需産業ノ籏充 ト

共へ 諜 界ノ郵 ノ・劃 シテ重工業方面二集中

サ以 最近二至 リ大李洋職職局 ノ重大化 ト共二生
ダ 　

麟 充 ノ迅速ナ燧 行煙 求セラレノレミ及ガ ・

産業結核 ノ核心モ亦重工業方面 二移行 スルニ至 シ

タ。都市近在 ノ重竣 工場二構 濃 村 剥 大量

ノ若年工ガ集中 シ、之二加 フルニ業界再砺成ニ ヨ、

㌘ ラユ層 ノ不諜 瀦 ノ之等工場 一ノ縛入ニ
ョッテ、産業結核 ノ領域ハ再 ピ大キナ鑛延 ト混乱

げ 惹起 シテ來タ。 忘

磯 事ノ長期化 ト共二、銃後勢力確保 ノ問題ハ國

家蓮命二醐スル重大要素 トナ リ、殊二國防 ト生産

ノ第 ア線 二立 堵 少年エ ノ結躍 病防止撲 嘗スル

積極醗 知 ・鞭 産業肇力ノ補給二封 シ男子二

代 ・菌 キ好 勢瀦 ノ特殊ナ!繭 隼暫瑠 ノ礎 ニ

ソノ重要性ヲ壇 シツ・アノ・。鼓 二於イテ糸吉核ノ撲

灘 ビニ豫防二關スノ噸 極的手段 トシえ》國家プ

徽 適切ナノ艦 置渤 ロヘラレテ來タノノ・當然ノ事

デ ア リ、交喜 プ《爵 事=デ ァル。之 等ノ封策 トシテ
ノ

ノ＼ 定期瞼診!徹 底彊化 ト科學的基礎二立脚セノレ
へ ぎ

改善、國民謄力法ノ施行、艦力手鰻ニヨル健寮管

理 ノ普遍化、健民修錬所 ノ設 置ニヨル結核要注意
ヤ

者 ノ養護等 々ガ墨 グ ラ レ、更 二結核未感染者 二封

ス.2L積極 的豫防量策 トシテB、 ℃ 、G、「ワクチ ン」

ノ豫防=接種實行 ノ洪令化モ近 キ將來 二期待 セラ レ

ル ニ至 ソタo・ ～

然 シ之等 ノ施 策 ノ實施 二當 ツテハ 、當事者 ノ熱

意 ト透徹 もル職場結核 ノ實相 ノ把握 トノ ミ夙 良

ク ソノ成果 ヲ學 グ得 ルカ、文ハ翠ナ ル繁 文褥禮 ト
ノ}化

セ シ〆ル カノ鍵貼 テ占ムル モノデアラウ。從 ツ
ヤ の

テ勢務者ノ健康 ノ維持 ト堀1進二關 シテ直接管理 ト

指導ノ責任 テ有ス/レ産業馨モ亦 、飽迄 ソノ科學的

良心二立脚 シタ態度}以 テ、積極的結核撲滋 二挺

＼進スベキコげ 痛感刃 縄 ノデアル・

撮テ曜和12年 度内閣統計局磯表 ニヨレバ、富山

縣 ハ結核死亡率 二於 イテ全闘各道府縣中第8位 二・

㍗ ・從 ツテ結核蔓延ノ程度婆普シイモノ ト考さ
ジレル。結擁 象防撲滅樹 スノ綱 家ノ積極的施策

ノー 助トシテ、富山縣ガ結核指定縣ノーツニ選定

セラレルヤ、諸種ノ結核槍診ガ行ハ レル ト同時,

囲≒、積極的豫防樹策モ逐次實行二移サレ、從ツテ

縣内噸 クル結鰻 駅 様相嫡 捕 カニ煙 レ

ン トシテヰル。著者等ハ昭和17年9且 ヨリ既 二約

1簿 餓 亘リ喬 晦 下某重工業鵬 ノ從業最

並 ビニソノ壌族 タ勢象 似 ノ嘱 陸 在 ツテ日常診

療二從霧スル ト共 二、嘗工場内ノ結核槍診 テ行 ヒ、

結核蔓延ノ實相 ノ杷握 ト結核豫防並 ピニ撲滅轟向

ツテノ繕エザル努力ヲ重ネテ來タ、當・工場デハ著

者等ノ組織的槍診ガ行バ レル迄ハ殆}ド 結棲 轟饗

禰 噛■騨馴鳳噂 拶一 ■噸鱒



スル積極的ナ豫防馨學的考慮ガ彿ハ レテヰナカツ

,タ。從 ツテ氣象的條件、作業條件並 ビニ環境ガ、

勢務渚 ノ衛生知識ノ不足、種 々ナル非衛生的ナル
き

生活風習等 ト相侯 ツテ、工揚内結核蔓延ハ或ノし程

.度頗ル自然的二放任サレ、幾多ノ結核蔓延 ノ好條

件力"育成サ レテヰタo,

ノ

〆

∫

此慶 報 告 スル1ク 年間ノ桧診成綾ハ、自然的

二成立丁シタ結核蔓延歌態 カラ學問的基礎二立脚 シ

タ嚴重ナル衛生i瞥理撫態ヘノ移行期二得 ラレタモ
ぴ

ノデ、之v・亦將來 ノ結核 豫防施策 ノ礎i石 トモナル

デ ア沃ウ ト濾 フ。

密

二 検診ノ封象並ビ昌検査方法

桧診 ノ封 象ハ富山縣下某重工揚ノ職員及 ビ工員

デ、満年齢14年 ヨリ6(咋二亘 ツldkPt」y◎現在工場
が

・ 二封 シテハ工場法施行令ニヨル身燧検査ガ行バ レ

ル外、満14-25年 ノ男子ニハ年2同 ノ・國民膿力法

ニ ョノ瞼 診ガ行ハ レテヰルガ・當工場二於〆テハ

昭和聯8月 酔 敷 蜘 賄 シテ ・・llek一過鞍

ズ、昭和17年9月 二至 リ工場從彙員ヲ封象 トスル

病院ノ開設 ト共昌始 メテ組織的桧診 ヲ行 ヒ得ル様

ニナツタ。從 ツテソレ以後 二於イテハ・凡云ノ被

絵者二封 シテ先ヅ 「ツ〈$ルクリン」皮内反慮及 ピ
ぎ ご

1「レントダン」聞接撮影 ヲ行 ツテ要精桧者 テ選出癖
シ、茨 イデ之等二封 シ大型 「レントグン」窩眞撮

影、赤血球沈降速度測定、理學的検査i・喀湊検査

グ行 ヒ・同晦 二必要事項 ノ問診 ヲ行 フト云 フ集團

検診ノー般術式ガ採用サレル様 ニナッタ。但 シ喀

湊ノ培養 ノミハ設備 ノ都合上昭和18年3月 以降二

始 メラレタ。外來診療二當ツテモ努 ノテ結陵ノ早

見二心掛久 結核性疾患ノ疑 ピアル患者 ニハ

盤ノ精密槍 診テ鋤行 シタ。・一方結核初感染者 二
封 シテハ 「夕くシヒク リン」反磨陽性韓化登見 ト同

時と、同檬 ノ精密鈴査ノ施行二努 メタ。し ＼

之等 ノ微 ノ施行一當ツテ、吹 ノ蕨 二從 ツ

タ δ/～

「ツ・一"7;ク リら 反慮(鰍2000倍 葺 「ツvx・ノ〃/

リン」稀繹 液。O.1¢c皮 内注射も48時 間後嚢赤穫
ま

。測 定 ◎)、

陰欝三(焚赤径勉 二m似ず)、疑陽性(5-9加 の、

陽性(10即 以 上)

赤 血球 沈降速 庫(We8te∫ 拷r鋤氏法◎1時 聞値 ヲ

示 ス◎)一

喀痩培養(佳 吉 氏二從 ヒ硫酸盧理後Petragnan一
曳 ノ

蒙欝 謡穎灘i縞 等翼ン.欝
/±ftO
.04mg皮 内注 射。)'〆

凡 テノ入肚希望者 二封 ジテ、一般身膿桧査 ノ外
も

晶必 弍「レ」線間接撮影 く疑ハ シキ者ニノ・大型「レ」

線窮翼撮影)、赤血球沈降速度測定、↑ッ〈3ルク塵リ

ン∫皮内測礁ヲ施行 シテ結核性痴患ノ排除二努 メ

テ ヰ ルo ノ

本論二集録サ レル成績ハ次ノ諸検診ニヨルモノ

デアル。

昭和17年9月 工場法施行令ニヨル検診(全 從

業員)。

鴨 同年11月 昭和17年 度國民燈力法ニ ゴ、ル第2同

検診(國 民健力演被管理者中第1同 検診二於クル
も

「7」薦 陰賭 及ビ陽幽 鰭)e
l

同年11月 訓麟i工入所時槍診。

昭和18年4月 養成工入所時検診(國 民學校高

等科卒業者)。

同軸 分析囎 診紛命 一嘱 織 員
ズ

並 ビニ工員全員)o.

同午5月 昭和18年 度國民膿力法ニヨル第1同

検診(被 管理翻14年 一・25年ノ男子)◎

昭和1聾年8--11月 健属修錬所入所者二剴スル
◎

松診♂ ＼ 、 、

同年9月 工揚法 ニ ヨル桧診象 國民盟 力法gSt・
ノ ヘ

ル第2同 槍診(全 從業員)。

同年11月 一全從業員 中 「ツ」皮慮陰性者 二墾}ス

ノレB.C.G.「 ワクチ ン」接種。.

紹 和・7年9月一曜和・8年・・ガ エ場從顯 謝

スル外來診療並 ビニ入院患者診療。

年齢ハ以下凡テ鴻年齢 ヲ以テ配載 スル◎

結 ネ亥 蔓像匡 ノ1伏 ・況

一一2-一 齢



A・ 結 棲繊染擬況二確イテ。

イ・探用時「)ソ心 レク リン」皮 内反慮 二就 イテ。

當工場從業員ハ主 トシラ近在 ノ農灘 ナヨ リ探用

セラ レ、通勤者多 キ故 、先 ヅ採 用紐寺身骨豊検老漣甑襟

シ施行 シタ 「ソ」反鷹 ノ結果(昭 和17年10月 一 昭

湘18年9月 ノ1年 聞)テ 槻 〃手(第1表)、 全膿5
が な

第ll1表 鰍 時 ノ「ソベ ル ク リン仮 鰍 績

(昭和17年憩月郭リヱケ年闇)

盈 性別比較

性 別 髄 畷 離(%)搬 齢)f陽 齢5

沸/昭 驚 }鋸圭講 孟:鍵1溺籍:豊諸9
1

女 昭和輝1慧 緊1圭1:翻 二翻 髪

年 酬 盤性(%) 疑陽性㈲ 隈(%)

ユ墨一 ユ9年 。i4'・・4±調7侃8315エ ・・±3・48

2・-29霊 ・&6』3・6519・7±2・78」 エ7±4・2

3匹3928・3±5・8・}8・3土3・56{63・3±6・22

ヤ

4・年 以上 辱・ユ
1±6・88i・4・ぎ±9即6± 服

欝 ㍉枷 士2・33i 8・6± ・遵・}59・7土2護6

員 ノ 「ツ」反鷹成績 ハ第2表 テ掲 ゲタ様 へ た々

楊 性73.6111.24%、 疑 陽 阻9± α76鬼 陰 性1δ.

5±1・0)%(昭 和17年 変)並 ピニ陽性84.6±0・85

%、 疑 陽性1・8±O.30%、 陰 性13・6±0・81%(昭 和

18年 度)デ アル◎更 へ 之 テ 年齢 暦別 二観 察 スル

5、 ソノ陽性峯 ハ雨年度 テ通 ジ14-一一19年 二於 イテ

・i50%テ 越 シ
、20-29年 工於 イテ80%内 外 、爾後 ノ

ん ノ

年齢暦二於イテハSO?90%ト 漸次増加ノ傾向テ示
'
シ舛 ル詳

`.

シテ陽性59.7±2・46%、 疑 陽性8・6%、t幾陰性31・7

%デ ア ル.沙 年齢別 一観 ・レトく ソノ陽弊 ハ換 ,

々14_・gtCStO±3.48%、2・-29年71.7±4.23%、

・・30』39年63
.3±6・22%、40年 以 上ハ丁8・6±10・96%

デ アツテ、之 ヲ諸家 ノ報告 セラ レル本邦農村及 ビ

翻 ノ感緯 讐}ス レ心 若緒 嶺 イテ融 一

副 陽齢 テ示 シ、北膿 漁村ノ結核感嬢 ノー

;攣 轟 鍵 秘
「ツ_リ ン・〕皮内》

続反慮 二就 イ テ◎ 鰯、

.昭 稲7年9月 及 ピ昭和1脚9月 二於 ケ1噺 牒
気

第2表 「ツペ ル ク 夢ン」皮 内反 巌 威 績

,(昭 和17,工8爾年度工携法穣診o

A年 齢 別 比 較 、eq
1

年 酬髄 鞭
　

灘(%)疑 陽性(%)瞬(%劃

一 鯉1葦44,2ダ324
5.61

1β 凄

5α2土3、0益

66、0±235

ゆ嗣一 隔_-

3・調1昭 和擁
篇 ㌧i棚

濫壇蹴
7.3

ユ,8

79.5± ユ.98

88ユ ±1.38

ユ1.3

5.6

9.3

■.6

79.5士2.01

92.9士1、07
レ

40-49 昭 和17年'ユ8年
8.7

翫6 鵬 惨謡1
㎞

50年 以上
… 噸 舞二1

7.9

2・4・ ぜ

89。5±4.97

95.ユ 土2.15
1

計
嚇癬

昭 秘7年1ユ8、5士 去09
コ8卸3・ β±α8ユ

嵐 一

「

ζ:暑圭8:乙9ζi～:蓉圭み:§憲
{

農翻 耀 境デ ルエ勢 シテハ靴 ノ高群

示 シ、寧 ロ都 市中小工場 ノ様貌 二近イ。更 ∴北 陸

地方 ノ工場 ノ2、3ト 比較 スルニ、年齢 購成上 ノ差
・(7)

異ガアル故巖密ナル比較ハ出來ナイガ、多賀氏享
(7),、

ノ65.7%、il・ 松 氏 ノ60.7%rノ 陽 性 傘 二 比 ス レノx"遙
ドヘ

カニ高 イ感染率 テ示 シテヰル。

〆:尚 國民罐 力法被管理者 ノ各年齢 二於 ケル 「'ソ」

第3表 國民彊力法被管理者 工於ケル憲染率

年齢 昭和17犀 度(%)

14年120.0
　

飛

1里一」里

弍L⊥ 鞭
・8　44・8

34、5±2.64

昭和コ8年度(%)

73.7

57。8

64。6

5繕・8

68.8

ユ　 ま　の　一
2・165・s

21160、5
}

2引4&2

2315×61

乖

2s'15ユ ・6

～

53櫨8±3。 ユ6

i8盛 ・8

7&1

67欝0ま=2。48

き
〒 一　 榊}8凝 士2 ・2gi

90.5

?8ユ}

90。2i

アG.3

92」1

計 レ42・9±2・ ・71

　
74,3±L78〆

3



反 鰍 綬 第3表 二示 ス如 クデア リ・fOaSV57i,¥71・8±3.38%、 疑陽性5 .1±1.65%、 陰 性232士

陽#9>・42・9±2・07%(卿17年7月)及it'74,3

±1・78%(昭 和18年5月)デ ア・レ◎乏 」・M--19年

及920、25年 禰 年醐 扮 ヴテ騨 スノレer・・昭

漁17年 度前者34・5±aβ4%1、 後 者5・38±3・1a%

駄18年 麟 都 獅 ±2.49%、 後:2¥85.1S2.29%
穿

翫ナ ルe
ua(s)一

之 テ太田・岩田氏等ノ内ケ原訓練所 ノ15-20挙

罐嵩繍難論舞鑛轟i募
デテ～v。昭和16年 度 厚生省 ノ髄 力槍査(15-1gopl

ノ繰 現 ル冨 ツ」反鶴 膝 ノ最 俄 ・・千葉縣

13・17%・ 鵬 京都 畔 ・09%デ ・富 山縣 ・・29・56'

%デ ア ・・。 全國レ雫鈎 陽性 率ハ30・1%デ アル。

・ 而 シテ前述 ノ採用時身膨検査≒ 於 ク ル 感染率

59.7±2。46%ト 工 揚全從業員 ノ感染率(昭 和18年

9月)64.6±0.85%ド ノ間 ニハ善 シイ差 ガ アル。之

ラ各年齢暦 二於 イテ比較 スル5、14-19年 二於 イ

テ夫 々51.0±3.48姥 ㍗66.0±2.35%、20-一 」29年 轟

於草7t7±4・23%"88・1芋1・38%・SO--39年 一

於イ テ63・3±6・22%卜92・9±1・07%ト 云 フ様 二・

凡テ工 揚内從業 員ノ方 ガ高イ櫨 染率 テ示 シ テ ヰ

ル。即 チ工 揚内感 染 ノ危瞼 ガ大 キ壕事ヲ物語 ノニモ

ノデ アノレ。 箋

又男女性別 ニ ヨル感染率ハ(第2表 §)、 男≠從

藁員 二於 イ=タハ夫 々陽性758土129%1・ 舞 陽ME7.3'

k±α78%・ 陰 性16・9±1・12%(昭 和 ∬年度)並 ピ1

翻1翻瀦灘 黒 饗髪諜
イテハ夫 々陽 性56・4±4.19%、 疑 陽性12.1±2.76

%、 陰 性31、4±3.92%(昭 和17年 度)並 ビニ陽 性

第嬢 性、年齢 》 感獅 ノ比翻

◎(昭 和工8年9簿、工 場法=…9ル 巌診)1

年 酬
壁

男(%ン. i
「女(%)

ユ4一ユ咽
登 竃

6ム0±0.83 } 59.7±6。28
2匹29; 8$。5±1・38 /

夢

76.5±10.28

3(》一一39 94。4褒1.伽 1
…

80。3±5.08
'

4・範 判 96。3±1.46 i 75。3±1.08
計} 86。1±0。86

…ゾ 「 幽 。8士3.38
嚢

・ 愚

a17%紹 和1814度)デ アリ・男子・・好 ヨ懸

高イ陽性率 テ示 シテヰノ㌔ 而 シテ工場瞼診 ユ於 ケ

ル諸家ノ報告モ亦、男女性別 識開 シテハ多 クソノ

傾向ヲ示 シテヰル。

猫各年齢暦二於イテ男女感藻率 ノ差異テ昭稿18
ノ

,年 度 ノ槍診 二就 イデ見 ル ニ、第4表 ノ様 二男子ハ
を ぷ

凡テ好 ヨリモ高ク堺 甥 燗 ノ差塙 年一蒸

羅 壽二爺 甥 瞭二於ケ醗 ノ感染率
ハ、感染率ノ推移 ユ就 イテα ∴

全從業員i於 ケル昭和17年9月 及ぜ昭細18年9

月ノ感染i率テ観察ス汐二(第2表)・ 全騨Vシ テノ

陽性牽 朋 加 上昇 瑠 メ洛 年舗 別陽齢 モ
　

亦前年度 ノ比 シテ凡 テ上昇 シテヰノ;e殊 二14-19

年 』於 ケ4レ陽性 率 ノ上 昇ハ他 ノ年齢麿 二比 シテ著

シク高イ¢又艦 力法 ニ ヨル検診(男 子)ノ 爾 年度

ノ比較 二於 イテモ(第3表)著 明ナ慈染 率 ノ上昇

触 識 ラ レル。 、

更 二之等グ14-19年 双 ビ20-一一25年(男 子 ノ ミ)ノ

爾年齢暦 二就 イテ詳細 二観察 スルニ、昭和176Fl

リ昭 和18年 弄 至 ルニ從 ッげ 陽性寧ハ漸次檜加 ノ醸

向 』認 メ、昭和18年 度5月 及 ピ9月 ノ検診 二於 イ

テハ略同率 ヲ示 シ・上昇 ノ停 止ガ認 メラ レル(第

5表)。 、uat'一

幽 第5表 憾 染率 ノ推移

A14-一=L9年 ノ男子

,桧 醐 陰 性(%)陶 性(%牌 性(峯)

昭 和 ・7年 用i48・ ・it・"434・5±2・64

同 年明A32得 竃 ・i5・ ・9±329

壁 堕 肥 紡3　 ぺ3・6169・ ・±2・48-
B20-・25難 ノ男 子

雁 年引 離(%)細 性(%)隔 性(%)

昭 穐7年 凋25・32α9{53・8±3・ ・6

昭和・8嫡 月 ユαoi5・0飽 ±229

同 年9月 12.4 1.5 86。1±2912

又嬢染率 ノ推移 ヲ男女別 轟襯察 スルト、男女共

一 一 麟4-一 一・



サ
ニ全膿}シ テ前 年度 二比 シ明 ラ夷エ陽 性率 ノ上昇

ヲ認 メノレ(第2表B)o

二・ 陽騰 化率 二就 イテリ ㌔

第6表A及 ピB二 示 スガ如 ク全從業員e:・就 イテ
戦第

6表 陽 性 轄 化 率

.A歪 從 業 員ny就 イ テ

ビ 、(昭i秘17年9】喀at獅 沼稀】8k.9月二至 ル1ケ 年閥)一
ヤ　

9銘/伽 ±躍%

2・-25伺一
14-一ユ9年1ユ50名

i。-9-'一Tr・==†=謙 丁{53名5×Oi,1,,5.]3%

26年以判 81

211名

坐 塑4生9±4…%
ム
}
タ

蔓
経

12・5名
44・2±2φ25%

B國 民 盤 力 法 被 管 理 者a就 イ テ

(昭和17年7月ゴ9昭和ユ8年5月二至Xtユ0ケ月閥b)

要之,當 賜 從業員結核感染率ノ農 翻 戯膿 境
ニアル集團 トシテハ薯 シイ高率ラ示 シ、探用時筑

於イテモ各年齢罧 ノ感染率ハ他ノ同一環境 ノ夫二

此 シテ高イノデアルガ、工場内各年齢暦ノ感染奪

ハ紐計學的 ニモ更二高率 ヲ示 シテヰル.印 チ工場

内結核浸潤度 ノ非常 二高イ事 テ知 リ、且 ツ感染率

ノ明 カナル漸塘・諸家 ノ報告二比 シテモ稀二見ル
/

高 イ陽性韓化率等ハ、集團内感染 源ノ多数 存在 ス

ノ・疇 ヲ示唆 スルモノ ト思ハ レノ・'。

年 酬㌶二擁9磐 陽鯛 陽壁

ユ歩一ユ9引 ・・8名

2C一25励36名

■54名計

95名1".6i±,3.A・%一 56副6α9±5・ ・8%

・5・名i49・5±2・86%

.ノ1年 間 ノ陽 性韓化峯 ハ44・2±=2・25%、 鰐i力法被

解 者(14-25糊 子)繍 イaly・10クnFSデ49.5t±2
.86%テ 示 シテヰノ%暉 峻氏 ノ 「、産業`卜結核 」

㌧ 就 イ亨ノ特刷講演 二於 ケル ・工 揚1年 間 ノ陽性

韓化率ハ12--27%デ ァル カラ・之 二比ス レバ 驚 ク
乾

ベキ高率 デ ア ル ト云ヘル。

ヒ〆

・!第7表 諸鍾槍診呂於ケル患者酸見奉 ト年齢

B結 棲羅病歌況二就イテ。

イ、結 俵患者 ノ焚 見二就 イテ。

爽病 者中 自麗症歌 強度 デ ソノ業 エ耐 ヘ ヌモ ノハ

随時外雍診療 二於 イテ獲 見 サ レル ガ、自箆症欣 ヲ

全 ク鉄如 スル モノ及 ビ或 ル程度 自蔓症妖 アルモ結

核 盤疾患 二罹患 セ・・事 テ自発 セ 又モノ、叉,ハ馨師

ノ指摘 テ殊更無覗 スル モノ等 ハ定期検診 二於 イテ

獲 見 ス・噸 ご出來 ル◇ 當工 場 ノ1ケ 年問 ノ罹病者

!・ 総籔133名(7.5±O.62%)デ 男 子124名 、女子9各
(1)

デ アル。鷹峻氏 ニ ヨレバ・結核罹患i率ハ大都 市工

場 ニ アツテハ3.9-一・一一10.7%、 農 村近 在工 場 ニア ツテ
き

ハ1.9-3.9%デ ァ7Lカ ラ 、當工場 ノ成績 ハ大鎧大

都會工揚 『似 タ罹病 率 テ沫 ス課 デアル。

之等 ノ罹病者 ハ如何ナ翅機會 二、如 何ナル程 度

二畿見 サ レルデ アラウガ`e第7表 ハ ソノ大略 テ示

ス モ ノ プ ア ノt⇔
鴨舳 〆

、

、

に 検診別

年齢 ＼

工濫轟 網 陣 轟和繍 診 工臨繍 診糠擦 外
_噂 一__巨一一 一一一一"畦

諺4-19年 4名;コ ・面3% 5名
1L4± α62%曳

鞭

・・名/翫 α㍑ ■7名
君 毒

?0-25
ユ4名

虚

3・4土o・ 馨8拓

・2矧
…

5.0±UO%
1

34名 &黛 ± ■03劣,

夢 嘩

1!名

,126-一 鷺9
壽 麗嚢罐礫診騨壽.

診欝繊病驚休盤申ノ煮ヲ
除ク)即 ヂ之等撫診と於
ケル疾病撰見番ハ凡テ細
向歴叉燕無症駄ヂア些。

、 曳

妻

30_39 3董 α8± α43姥 20葛

雛

3・5±0.76% 8名

4・年麗i8名 4.9± ユ・67% ユ2制 危・±LC♂% 4名

計 「29名
　

2・3± α42% ユ7矧 2.8±0.G9% π名{蛾 幡% 蜀名
残…1ノ

・
.

壼工 場 二於 イテ卿 テ組織的定期槍診 ノ實施 セ

ラ レタ昭和i7年9月=一 於 イテハ患者獲見率ハ2・3

±O.e%デ ァルガ、昭和18年9月 』於 イテハ4・4

±α48%デ 著 シイ珍 加 現 タ。之ノ・Ut病春 ノ埆 加

{

モ確 カニー ツノ原 因 テナス・違 ヒナ イず.桧 診 二
さ

際 シテ徹 底 テ期ス ル事 ガ又他 ノー ツノ原 因 ヲナス
　

卜思 フ◎從 來 ノ経験 ニ ヨ井 ト、或 ル程度 自畳 症状

テ有 シ結核性疾患 ノ搬 見サ レル ノヲ恐 レル者画 又

5-一 駒



.ノ 潮…ノ

ハ既往 二於 イテ結核牲疾患 ヲ指摘 サ レダ者 ハ、検

診 ヲL忌避 スル傾向 ガ認 メ診 レルカラデアノ㌔ 昭和

18年 度 ノ強診 二際 シテハ・斯 カノ・患 者 ガ1名 モ無

イ程 度 二徹 底 ジテ槍診 ヲ行 ツタ。'＼

t年齢 ノ鶉㌃二醐 シ注}ヨスペキハ、M-19年 ノ者 ヨ
ァ な

ミ 　

リモ鎚年盗 ノ者二罹病者ガ著 シク多 イト云 フ事實
も

デァル。各年度 トモ夫 々約3倍 程 度seSfit加 シテヰ
(7)

ルollkノ 黙 ハ北陸 ノ某工場 蕊於 クノL多賀氏 ノ成績
くさり タ

トー致 スル。 叉近藤氏 ニ ヨレバ凝病年齢 ハ男女 ヲ

蓮 ジテ18～2臓 テ最高 トシ 六大都市 、其 ノ他 ノ

都 市}町 村 ノ顧 二 朔 子 ニ アツテハ1-1・5年 、女

子 ニアツテハ2-3年 ノ間隔 ヲ以 テ褒病 ガ遅 レル ト
婁 、

報告 サ レテヰノ乙プ・著者 ノ得 タ成緯 モ之 ト大健 同 ㍉
ヘ

ヅ 傾 向 ズ推知萬來 ・・。20年 蔓 二獲見率最 宅大ナノL
へ 　

事へ 初感染期二際 シテノ念激ナノ磯 病テ冤 レ得

タ者 ノ申 ヨ兆 漸次叢病焚見サレルノデノ・ナイカ
/旺

卜考 ヘ ラ レノ㌔

次=40年 以 上 ノ者 テ再 ピ多数 ノ患者今 見 ル様 ニ

ナル ガ、然 モ之等 ノ中ニハ全ク病感 テ飲如 スル者
で 　

躇 シク多4ノ 粛 ガイ抄.此 ノ黙ノ・外ヌ⑲ 療二

於クル儲 狸 ノ様子現 ル ト、鉱 表後段 ノ檬

二若年者 チ割合多 ク
,(34名)・高年者 尋少イ(12名)

蔓魏 緬 讐 縢 諺;搾 年者
き

之等患者ノ個巧 ノ病型病歌 二就イテハ後述 スノ峯
ぜ

ガ"工 場二極 ズテ接近 セル病院二在 ツテ日常診療

一從 脚 ツ'ア ツテモ・ ソノ患攣 騰 ノ・46名

囚
'

Aiツ ベ ルクリン」陰性者 トソノ陽牲韓化二就

イラ㌔ 岬
　

全從業員並 ビニ際 膿力法轡 賭 ノ陽性車靴
　

率及 ビ ソノ年齢的 差異 二就 轡テハ、 ソノ大略 ヲ前

述 シタガ、之等 ヲー括 シテ少 シ ク 詳細 二遡銚 ヨ

ウe/ゾ/

・・昭湘17年9月 ヨ リ昭和18年11月 二至 ル1奪2ク

月 轟於 イテ.「 ツ」反慮=獲赤復9凱m以 下 ヨリ10mm

デ 、1回 ノ徹癒 セル槍診 ユ於 ケ ル獲 見数77名 二及
ぴ へ

う

パナイ事う＼ 工場從業員二無自畳患=者ノ多激存在

ゾスルノヲ敏ヘル ト同時 二、積極的ナル定期檎診/

徹底 ト云 フ事ガ如何二必要デアルカテ物語ルモノ
ノ＼アアラウゆ

・・結核 患者 ノ韓館 二礁 イ テ。

罹 病者133ノ 韓 蹄 ユ關、シテハ、未 ダ短 購 ノ槻

察デ今 ・ゆ ヲ、詳細 テ趣 ・峙 疑 至 ツ テ ヰナ

イ。死 亡者ハ1年 間 二9名(6.8±2・15%)、 男 子8
ち ボ

名、女子1名 デアル◎全從業 員 二封 スル比率ハO.
ノ

5±O、17%デ 、昭 和12年 度 富 幽縣結核死亡率O.24

%二 比 ス レバ約2倍 二相 當スル。之等 ノ中4名 ハ
ダ

昭和17年9月 以前 ノ糞病者デ 他 ノ5名 ハ ソレ以

後 二獲病叉ハ獲見 セラレタraノ ヂアル6死 亡者 ノ

年齢ハ19年 以下2名(初 感染時乾酪性肺炎麹 セ

ル者1名 初感染二引績キ結核性旛膜炎テ起 シ奢
　 ゆ

モ ノ1名)、20年 肇 ノモノ4名(中1名 ハ女子)、

30年 蛋 ノ戦ノ2名 、40年 肇 ～ノモノ1名 トナ ツテヰ

ル.舗 挿 シテノ、結搬 嫉 炎2例、喉頭結幽

例 劣 ア ル 。. く ミ

1ク 月乃至6ケ 月』軍 リ休漿療養 ノ後復業 シ、

現在嚢病前 卜珂一職場 二在ルま ノハ13名 ・親奪猛灘

撚 毅叢二羅 麹 縫ご;鍔蚤誕
サ レ、叉 パ馨療 テ受 ケ乍 ラ就業 シテヰル。猫結核

性疾患 テ主環 由 トスル退職 者ハ4名 デ アノ㌔
脚

ド 冨 、

工場結核ノ特殊牲二就イテ

以上暢 輸 彗 ノノ穂 計269名 デアツタ・鞭1パ

彰嚇 染者 』於 ケル 「ツー・ルク リンア レル ギー」 ノ

靴 …必押 モ舗 二起 リ・短糊 二 「ツ」臆

ノ陽韓 ヲ 見 ルモ ノデハナク(「 ア レル ギー」前騒

期)、更 二不完 全「ア レル ギーム 陽性 「アネル ギー」
(1◎).

モ存 在 スル ノデ アル カラ、rツ 」反鷹 疑陽性者 ヲ如
ノ ミ ミ

何 二取扱 フペギ カニ就 イ テハ 、個 々ノ場合ンニハ或
　

撰 度雛 矧 來ル宏 綴 トシテノ・醗 ナ暫
多 イゆ 從 ヅテ上記269名 ト云 フ数 ハ必ズ シモ嚴密1

ナ意味 デノ結核感 染者1實数 トー・致 スノレ㎏ ノデハナ
し ヤ

イガ・然 シ其 ノ大 略 テ示 ス ト考 岱テ差支 ヘナイ デ

r論 中一畷rツ 」反馴 。mmL)c上二膓
ダ ミ

禧 シタル後 、再 ビ陰韓 シタ モソ ガ8名 認 、メ ラ レ.

名 此 ノ中 「ッ」臆 陽韓 二際 シテ麟 ナノ哨 発

・症状 テ訴 ヘテ外來 ヲ訪 レタ モノ4名
s・他 ノ4名 ハ

一 一6



何等ノ自働 鰍 晦 カツタ。叉種々ナル自撰旋 状

げ 呈 シテ外來テ訪レ舗 彫 「レ」線撮影　ヨツ

溜灘 灘箏膨 ご驚磐獅二磨
之等 ノ 「ッ」反慮陰性 又 ハ疑陽性 ノモノニハB.

c・G・ 「ワクチイ ノ皮 内接種 テ碗 行 シヂガ、潰

瘍 ヲ作 ツタ モ ノハ1各 亡無 カツタ。St

・ ≧等 ノ陽韓者269名 中獲病 二至 ラ ヌモノ142名

む

(89.2±1.87%)、 獲 病 者27名(10.8%)デ ア ル 。
①)聯

貝 田氏 ノ九大看謹 婦 二榮 ケノ嘆 病率22・5%ユ 比 ス

レバ約 宇分 デアル。 ・ _

イ・陽瀦 ノ年齢・ 概
、

第8表 陽轄者ノ年齢

ノ

第9表 「ソ」反顧陰性者及ピ陽樽者ノ赤沈殖

認 陰儲:甑 轟 葛鷺 翻 乎

・伽n堀 闇 劃(轟 ユi名

U-20-

21-30

i
3ユー-50

28it

9

司

29

5ユmm以 上

12

2・

1 証

1

-一 一{

}3麟

計i2・ ・名1'224G27名一
、
ノ

年 副(人 員合計269名)i %

・4-ig年Ii2i・is47・2± ・・9・

2"-29{9・ 33.5±2。8i

80.7±2.4

「

第8表 二見ル様2陽 性薄化確認 ノ年齢ハ、諸家

魏 湖勢灘 皇難鵜 濃凄3
ハ遙 カニ少 ク13.8%、40年 以 上 デハ5.6%ノ ー割/沈 促進巻 ノ ミヲ目標 トシ㌻嚢病 者 テ豫 見 スル事 ハ

合 ニナ ツチヰル。14-49年 墜20年 盗 ノ者 ノ間 ニハ ・困難 デアル。 嵐'

瀦 ナ差 溜 メラレ、又之舗 年鰭 ヲ合 ス レバ へ 陽鱗 相 畳撒 〆
も

8α7±2・40%elトナ リ・陽儲 ノ約8割 迄魂 一29結 核初感染者…撚 雑 種々ナノ喧 難 鞭 訴

ヘルモノ ・多イ事 ハ既二諸家ノ報告・家 ノレ所 デア年ノ者 二占 ・ラレ麟 　鋼 ル。 腔 .♂ポ

ロ、陽韓 者 ノ赤 沈値 。 麟 。 〆 ルガ・之等 自畳症 状 ノ有無 テ調査 シテ見 ル ト第10

「ツ」反暢 瀦 三へ 嚇 灘 認 セノ・際 叉 ノ・ 箋 ノ様 ナ割合 ニナル・ノ

少 ク トモ1ケ 月以内 二赤 沈値測定 、大型rレ 」線 陽 性簿化時 ノ妖況 磯 病時 ノ状況b7be同 シナ 、

篇眞撮影,喀 疫培養等 ノ精 密槍 査 ノ 施 行 二努 メ イタ へ 陽韓後未 ダ獲病 一:・至 ラザル モノ8髭2%ト
'タ
。'、 ・ ㍉ 磯病者IO・8%Sヲ 分 ケテ考 ヘタイも 前者 二於 イテ

陽鱒 綴 未 磯 隷 至弾 モノ暢 醗 ノ赤 ノ・2428a」i67名27・7%ノ僻 〃 瞬 疲状 靖 シ

糊 農1撫1継 驚 二禦奮;多、;搬3罵 鷲 鱒 諺蕩撫柔
ル 弟、略相 似 タ分 布y有 シテヰル。邸 チ前者 二於 ㍉ダ畿病 二至 ラ ヌモノ3中 ・自畳症状 ヲ有 シタ モノ

イテ80.k%後 者 二於 イテ7&ユ%ハ 正 常値 ヲ示 ・叉 ハ現在 有 ズル モノハ約3分 ノ1近 クヰル事 ニナ

シ、 ソノ他 ノ促進者で 略嗣 ジ罰合 二見 ラ レル。 ＼、ノレ01一

磯縮2乙 名壌 購 テ於 触 赤 蝋 ノ祠 表 二見 焚儲27名 二就 イテ　約3分 ノ2・18名 一伽

メ如 多促進 セルモンで比較的 多 イ。然 シ之等 テ更 「ッ}反 慮陽韓 ヂ確認 サ レル事 ナク シテ嚢病 シテ

30_.39心

_掌
37

亀,

13.8
19.3±2。40

饗40年 以上 ユ5 蛭5
.6

棄

二嚴密二獲病前苧遡 ツサ追求 シテ見ル ト、陽韓時
ち 　

ノ赤沈値ガ正常デアツタモノモ多 イ◎即チ獲病時

赤沈値31以 上 ノ強度捉逡者7名 中4名 ハ滲出性肋膜

炎デ、 ソノ申陽韓時赤 沈値正常ナル宅ノ2名、他 ノ

2名ハ獲病前陽韓 ヲ確認 サンナカツタ。他ノ3名中
　 ノ

陽轄 ヲ確 認 サ ひタモノ1名 ハ矢曝 リ・ ソノ時 ノ赤
や 　

沈値ハ正常デアッタ◎結局7名 中隻病前 ヨリ赤沈

値ガ強度促進ヲ示 シテヰタモノい1名 モ無カツタ。

譲之・陰性者群 ト陽鯨者群 トノ聞ニハ、陽儲

ン 焚病ノ有無二拘ラズ、 ソノ赤沈値二於イテ差異

ヲ認 メナイ カラ、後述スル様二陽韓獲病者ガ極 メ

テ短期聞出獲病 スル事實 ト相侯 ツテ、陽韓時ノ赤

一 一一7一



第10表 陽纏者ノ自畳症欣ノ有無

副濾燃騨囎/
璽轡魁 灘1::1胸

ヰル。之等 タ追求 シテ見ル トソノ中6名 ハ螢病前
ス 　

自畳症駿 ズ ハ 云 ヒ、12名 ハ何等 自Nセ ズ ト云 フ。

暢 韓 ラ確認 サ レシ後焚病 セル者 ハS名(3分 ノ1)デ 、9

自舜瑚 伏ア リシモノ4名 ・無 キモノ5名 デァノL。
な

部 ≠全燧 トシテ自畳症歌有 リシモ ノ10名 、無 キモ
へ
き

ノ17名 トナル◎ 交献 ニ ヨレバ初 感染結 核症 二於 イ 驚
(12)

テ娩 症歌程 ス搾 ノへ 熊撒 授そ琶
壌ヅ 外

來 初感染症患者 デハ3分 ノ2二 認 メ、貝 田氏二㌦ヨレ

譲 儲 壌 購 獄 塘 場 螂%ア ノレゼ去一 鵡 、
メ

晒 。
,気 ㌧ 響余

ノ威綾 と ヨレパ 自畳 症妖 ア リシモノ77名 中 ヨ
艶

リ10名(13・0±3・82%)・ 無 キヂ169名 中 ヨリ1

7名(10・1±2・31%)ノ 螢 病者」テ串 シテヰル事 ニナ

ルガ、爾者 ノ問 ニハ殆 ンド差 ヲ認 メ得 ナイ。

要之 、陽轄時 自鐙症 状 ヲ有 スルモ ノモ、有 セザ

ル モノモ、 ソノ襲病率 ハ同一 デン ル 緻 ヨ リス レ

パ・全騰 鞭9割 ヲ示ス未鮪 者中二蝿 崖状

ヲ呈 スル モノガ約3分 ノ3モ 有ノ麟 、又後述 スル檬
』

二陽傳螢病者ノ速 カナ〆ル事等 ト相侯 ツテ～陽輕嚇
　 の

ノ自売症歌 ヲ訴 フル モノ ・ミテ監硯 スル事 ニ ヨツ

テ獲病 ヲ阻止 スル事 ハ出來 ナイ。

之等 ノ自売症 歌 ノ 種 類 卜頻度 二就 イ テハ,熊
(12)(}簾 ♪

谷 、貝 田氏等 ト相似 タモノガ ァルが(第11表)、 特

二賃立 ツテ多イ ト思 バ レル モノハ頭痛 、盗汗 デ 、
ギ

箪猫二之 ヲ訴ヘテ來ルモみモ仲々多 イ。又脚氣様

症腿 多久 之藩 ヘテ外來ヲ訪レ、後 二巻雌

肋膜炎 ヲ生 ジタ モノガ3名 アツ5tti「 プ リク テン」

ヤ結 簾世紅斑 ハ1名 モ獲見 サ レナhツ タ ノハ奇 ト

刃f'◎ き"馬S

以 上 ノ様ナ 自畳症状 ハ個 人 轟ヨ リ種 々ナル程度

ノ差ハ アル デアラウガ、陽 性韓化畿見 ノ前後 二際

獲 病 前 自畳 症歌 テ ル モ ノ6名
い ぶ 　

聚 病 前 自掘 症 釈 ナ キ モ ノf"12名

轟)篇羅 羅罪 諺
'㍉'

.。

、 〆_第 醸 櫨 賭 〉襯 訟

♂

9

蔀輔 [5r

熱

感
疫

」

鱒3懸 矧 耽
27

iダ 身 俗 怠i、6自

燵一 一

1

6

3

2

5

.5

11

盗,汗1一 ユ21

胸 痛i16!-9{25

畷二蓋量曲 〕垂
麗 迫 圃1{011
　 　 　 　 び　 の ね　 　 は 　　 ほ 　

欝灘 し二磐と号⊥」江症臨
不超1土 こ鞍 董

結 節性 紅 瑚0}OL〆0

蔽錘匙造ヒ±±ま
關 節 炎 様症 歌{0{、1{1

448

』

cl15{i .-2.一一_27-_

蔑 ・15YG924

5il7

る

シ・初感染愁諭 以 テ毎 來 テ訪 レタモノへ 爽病

二至 ラザ競 ノ22各 獲病者15名 さ合言ナ蹴 アツ

タ。之等ノ多数ハ感胃・頭癌・胸痛,盗 汗、脚舞L

等ヲ訴ヘテ來 テヰル◎之等二封 シ確實".「 ヅ」反

薩 ガ施行サレ・バ毘較的早期二 「ッ」反懸陽韓 ヲ

爽見 シ得ルデアラウガ、患者ノ多クハ数 日デ快方

二向 ヒ、通院 セザル様 ニナルカラ、實地上㌻・「ツ」

反 慮施行ハ困難慣 情 エアル◎故 二工場從業員!

診療二從事ス井瞥師ハ、上記ノ訴ヘヲ有ス旭患者

皿
　進
灘
厳

…

マ

ー元
困
悸
　毯

貧
　心
呼

舷

r轟101柵ゴ「一 「 「{　 グ

コ10i1

三アツテへ 常一徽 鱒 継 テ纐 覆 キ激

ノ精沓 ト養謹 二肇 力洛 ペキデ、アル ト思 フ。

二、1獲病者 ノ病型。
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爵

怖 門溝巴腺腫脹

肺門周園浸潤

双極性浸潤像
馨

浸男惟肋膜炎

乾性肋膜炎
'〆

薪鮮励膜癒着

乾酪性肺炎

結核性脳膜炎.

智不明《蹄榔)ノ

)

)

亡

亡

死

死

(

(

名7

2

4

6

1

4

1

1

ー

ノ

、

、。'死亡者 ハ上記2名 デ,ソ ノ他 ハ現在 加療 申 ノモ

ノ6名{輕 欝又ハ全治 ノ上歳業 セルモノ18名 、退
、

1甦1名 トナ ツテヰルo就 業 中ノモノニ封 シテハ縄

エズ検 診指 導 ヲ行 ッテヰル◎
ナ メ さ

ホ・「ツ」唇舗 鋤 ラ髄 一至瑚 脇le

猪 家ノ報告ニヲレバ・秒 」反磨陽鱒者 ノ獲病期

聞ノ'極メテ短ク・就中膿 炎ノ約 ㍗ 朋 内謹

病 スル ト云 ハ レテヰルガ、 今27名 ノ獲病者 二就 イ

テ嚢病 二至 ル期聞 ラ調 ぺ乳見ル ト第 嬢表 ノ様 ニナ

ノレo

第12表 結核初感染険病者ノ爽病期間

2名{蕃離 鑛 炎 神{講 羅 灘 脹、

爆糠騰劉
'&9i3-x2iS購 欝 脹i/

陽 韓 ヲ確認 サ レ ヌモ ノ

期擢 、 雌 離 鍬

掛 名難 霧欝 名
2姦飾 名1灘 騰 脚 乾性撒

3ケ 丹11

以 内

陽鵜ヲ確認サレ雰噸ノ
(陽輔後)

1'

鉾{辮騨
陶 乾働 澱 ユ晶…

鴫 騰1
呈

騰難1
ナ シ

…

螢病前 「ツ」反慮陽韓ヴ確認 サ レタモノハ8名 、
な

爽病時 二始 メテ陽灘 ヲ確認 サ レタモ ノガ15名 、他

1ノ蟹師 二初診 グ受 ケタ モノ・又 ハ極 メ誘 輕度 ノ肋

膜癒着 ラ生 ぜノレノ ミニテ獲病時 診 ヲ受 クザルタ メ
～

不明ナル モノ4名 デアル ◎

畿 病一至ノ醐 問撮 メテ短久 繍 雅 認シカ

渉 ソタ群デへ 最絡陰性 叉ハ疑陽性 ヲ確認 シテカ

列 用 脇 一既壌 病 シタモノ鮎 名、3ケ 月

以 内ノモノガ3名 デ、6ク 月以 内嚢病 ノモノガ以

上 ヲ含 メテ12名 トナル◎幸 ヒニ陽纏 ヲ確 認 セル モ

鱗 毒騰 蟻 》禦 ワ3名'瑚
之ヲ見 レバ年2同施行 ノ國民膿力法及 ピ年1同施

行ノ鵬 法検診ノ ミニヨツテ陽瀦 テ難 シテ之

テ養護 スルノ ミデハ、未 ダ壷病阻止ニハ不充分ヂ
ぢ

アラウ◎殊二當工場ノ如 キ重筋作業 テ主 トスル重

X:工業工揚二於イテハ吏二頻同二 「ッ1皮 慮陰性者

ヲ封象 トスル 「ツ〈ξルク リン」、反慮検査テ施行ス

ル必要ガア詑 ト思 バレル。。 ・ 》.

瀕 髄 ノ榛 毅 ノ嚇 鞭 ヨ磯 病二至ノ廷
ノ ト然 ラザル モノ トテ豫 メ匠別 シ難 イ トス レバ》

褒病 阻止 ノ臼的 ニハ當然 「ツ」反磨陰性者 ノ監硯

ガ必 要 トナ ツセ來 ルデアラウP

ξ

B結 棲患者殊ニソノ3自 畳観u二 無症鞭性戸

就 イ テ 1'

繕核性疾 慰ノ夫 々ノ検診 二際 シテ ノ嚢 見率 三就

イ テハ前泌 シタo今 之等 ノ患者 二就 イテ昭和17年

.9丹 ヨ リ昭和18年9月 二至ル1ケ 年間 二於 ケノレ實情

襯 察シテ魁,『 ＼ ・

1年 聞 ノ患者練数ハ133名 デ譜罹病牽ハ7♪5%デ
き

アル。之 テ年齢別、病型別二分類 シタノガ第13表

デァル。特二注目スペキハ無自畳患者ガ多鍛居ル

事デ71・4%ニ モ達 シテヰル。外見健康デ飼等 ノ支 葦

障オク就業 シッ・アノ・者 ノ中二無自畳性患者 ノ意

外出多撒存在ズ孕事ハ甑二衆知 ノ事實デ、寺周氏

ニヨレパ全國農村 ヨリ選抜 セレテ内原 ぼ集 ッタ

20-30eSEノ 檜産報國推雌i除員ノ如キ健康者中ニモ

1・5%ノ要治癖 汐 見串 シ・叉大里教撫 ヨヤバ北

陸 某村民全部及 ピ輕工業從業最中勤勢 多テ犀ノ犀

ノ ・中r・モ16-30歳 ノ男子デハ約10%ノ 肺結核 憲

者 ヲ出シテヰル ト云バレルo又 北陸三縣 ハ特 二結

核ノ多イ地方 デ ァル カラ青年暦二結核患者ガ多

久 又無自畳性肺結核患者ガー般≒考 ベラレデヰPts)

ル ヨリモ多 てトモ云ハレテヰノ%集 團検診域績 ト
4り

爵シテ噛 瑚 城 績畷 藤購 腐 醗 内轡醐 .
禮 二於 ケル威績68,9--7&2%V略 枳 似 テヰノ%

患者 中晶ハ或ル程度 ノ1走欺 ヲ有 シ乍 ラ猫 鋳己ノ

結核性疾患 タル事 テ自畳 セズ健 康人 ト同様 ノ就業

ヲ綾 勿ツ ・アノ・モノガ ヰル6之 ヲ無 自畳性結核患

一9



サ

第コ3表 病 型 ト 年 齢

1一 縄 醗 扁 淋

鞭 ＼ 醗 腺腫

諭 囲 ⑱
2む一2,13(3)

{

デ

7(5)

肇

3併39{1・(・)
…

40年 致」ン1
_.」 蓬一一 一暫一}`

緬 計 ユ33名(6(3)SO,P%)i
曳(95)

＼(れ ・4%)

灘晃

1ぞ 器丑ち)

灘 腺腫脹牌雌 韓
{

/

4

膜炎～ 一
肺繭 蔽

トず

肺尖結核 ツ ノ他ノ結該

陳 誉 性 病 童」

合針1ノ

性乾偉
1絆

著明ナル石友
化竈 ヲ有
スルモノ

肋膜肥厚
及ビ癒着
アルモノ

毫

,

8(4)i・ 3(3)(慮 性1、(、)

拶 踏 膜 炎){も

…30(15)

5(5)(5・
、o%)

、 粛

噂一

212(2)119(14)

ii3(9)

画5(5燦 辮i
K2)12(2)1(腎 轟 核)

}8c)P(・)1・(・)/}

612(2)
1灘!}識)1鵠)3

;灘%)』 「 「

一
3(3)9(8)}

2(2)5c5)1

蔀i

■0(烈 γ)21(20)

(1璽》%)(95,2%)

}
58(445
(75,8%)

饗認
4(4～ 驚 瑠一
鑓(30)

(ee.8%) }
、

,註,()内 ハ無 臼憂澱見 ノ買勲及 ビ%ヲ 示 ス

者 ト云 ツテ置 カウ。又自畳症状全 ク飲如 シ就業 テ黛 名 パー旦輕快退院後、自宅療i養中再濃再 ビ入院 シ
ギ

績 ケ、馨 師 ノ指摘 三當 ツテモ猫 自発 セ ヌモ ノハ無 タ ガ、雨同 トモ菌陽性 デアγタ。乾性 肋膜炎1名
　ノ

症欺性結核患者 卜呼 プ。此 ノ雨者ハ工揚二於 ケJLハ 陽韓確認後2ク 月後二胸部打撲 ガ誘因 トナツテ

結楓 患者 ノ大部 ヲ占 メルモノデアルo「 レ」線撮影 畿病 シタ。叉定期槍診溝大型 ∫レ」線窩眞轟ヨリ

蜜 ヨリ鰭 翻 ナ石蹴 竈・肋膜儲 又ノ肥 駒 の 職 的辮 ナ肋齪 駅 ノ癒 着ヲ詮明シ、然モ結

翻 サレノレモノデ、未グ曾チ渡 モ結核性疾恵ノe核 骸 患厩 往歴靖 セヌモノ銘 ノ、何レモ19年

鮒 歴 現 エ ヌモノ・'.31名中30名(96・8%)ニ モ ㌔ 以下徳 籍 デ沖1名 ノ赤 沈値25(後 一72け

達 シテヰノ%現 在肺結核 ト云 フペキ進行 セル病竈

灘靖 シ乍縮 諜 中ノモノガ・銘 蕎 名約緻 モ

獲見 サy5eo肺 野 ご大型 「レ」線 鳥眞 ニ ヨ リ浸潤

簿 テ詮明 サ レタ モノ・・48名中34名'`一"(70・1%)二 達

シ、殊 二肺尖結核 ハ11名 全部 ガ無 自箆又 ハ無症瓶

デア ツタ◎

年齢二益クテ論 ぐレバ矢張 悌13表 二見 ル様 二 、

i<L・許5α9%・2・ 廠 ビ30靴 デノ蝉%デ ア
.

〃 ガ49年 以上 デ〉・17名中15名(88・2%)=・ モ逮 スf'`

甥 欝 埜灘 撫 トシテ廠 一ツ.
テハ後 二述 〆ウレ機會 ガアル◎要 スノレニ之等患者 ノ}

ボ

凱 二碇 鰍 診硬 瀕 同二行ヒ・患総 雫ノ

徹 底 卜.患 者 二封 スル療養 方針 ン読得了解 トニ努

獺メネパナ ラナ イ ト愚 フ
◎ 噛.ノ

陽儲 中ツ 磯 儲 欄 シテヘ ソノ病型ノ・難

前 二掲ゲ喫◇滲出性肋膜炎6名 中、1名 ガ極 メテ

輕疫 ノ滲萬液潴溜謹終 ツ女ノ ミデ、他ハ何 レモ多

量 ノ滲構液 テ謁明 シタ。之等5名 中3名 ノ・穿刺液 ヨ

リ結核菌ノ培養 プ試 ミタず、2名 ガ陽牲 デ"中1

ル)、喀痩培養菌陽性デ注意 テ要 スル看 ノ デ 匿 ツ、

タ。些等肋膜炎患者 ノ豫後二就 イテハ未 ダ論ズμ

時機 二至 ツテヰナ イ。

乾酪性肺炎 ヲ起 シ久1名 イ・10ク月後死亡シタ。.

不際 アノ、・名 ノ、・.d.G.「 ワクチ ン」ノ樋 テ 、

受 クタガ、1ケ 月後 「ツ」反懸 強陽性 トナ リ自然
づ

感染 アリト判定サレタガ、陽韓後3ケ 丹二至 墾蛮

病蹄郷休業 中デアル。
な ミヒ

肺織 鍛 生及 ビ進展ノ経過二就イテハ、舞糊 .

間ガ最長ノモノデ1年 デアJu上、多クハ既 二病勢

雄 展 ノ中途 ヨリノ観察デアをカラ、充分病竈 ノ時
ゐ ノ ヤ

間的愛死 ヲ追求スル事ハifi來ナイe然 シ肺浸潤、

肺尖結核合計5吻 》 大型 し 」線糠 撮夢 行
ツタ卍 ノ55例 ヲ検討 シテ見 ル トN結 核焚生 ノ歌況1

擁 綱 來 ルモノモ多イ.之 ヲ大別 スル 嘲 感染ノ

浸潤竈 ヨ噛 延 シタ 呪 ラr凝 ノ28例溺 勤

理 搬 潤 ヨ嘩 展 シ・lteFiMメ〆 レル モノ3例 ・

肺尖部工孤立 シ蠣 竈靖 スPt"e/6例/コ ノ巾2

例ノ後 二至 噸 骨下二搬延 シタ)・肺尖勝 蛎 瞳

靖 スル威 鮒 下 読 或ノ鯉 度 ノ病攣 タ有 スパ
㌦ 撃 ノ

一10一



モノ7例 、管内性播種 ニ ヨ リ1肺 葉 ノ大部分 二病

攣 ヲ生 ギタ ト認 ノラ レノLモノ2例 、 ソノ他 ハ1肺

野又 ハ2野=一 亘ワ廣汎ナー7t浸潤叉 ハ硬 化性浸潤 テ

有 シ ソノ由來 テ判 別 ジ得 ヌモノ9例 デアル◎從 ヅ
■ 胤

テ約牛籔 ハ初感染病竈 ヨ リノ進展テ推知 シ得ル

ガ・早期浸潤 ヨ雌 展 セルモノモ・肺尖部 ヲ噸

骨 下 へ 接 延 シ タ ト認 メ ラ レ ノ垂 モ ノ モ ァ ノ乙課 デ ァ

ノレ◎ … 沸

肺結核14例 申大型 「レ」線爲翼撮影7行 ヒ得タ

モノ11例中、前記ノ乾酪性肺炎 テ起 セルモノ ト、

麟 門淋巴腺擁 ヨリ全肺野 亘ル粟粒徽 榔
シタ 撃推知 サ レル モノ トテ除 キ、凡 テ螢 見時 既二

進行セ聯 雛 ノ像蔑 シテヰ垢 悠 ノ林1同

テ認 メラ レル モノパ7名 アツタe

次 二之等患者 ノ 秒 」反鷹 ラ見 ル三、敏 ク月ニ
ド 　冠 亘 リ未 ダ陰性 ノモノヅ膝浸 潤二1名

、疑陽性 叉ハ

陰性 ノモノガ双極性浸 潤陳 、肺 門周 國浸潤 二各1

諸(ア レル ギ』前麟 〉、一 旦陽轍 ノレ後再 ビ陰 轄

曳セ・P-TGノ肺 結核 ユ1名(陽 性 アネ,シギー)、 肺門淋
ノ ト

巴腺炎二1名(不 完全 ア レル ギー)ア ック。 ソノ

他25名 ハ陽博 ヲ確認 サ レ、他 ハ凡 テ陽性者 デァツ

タ 。 ♂}

・患者 ノ赤 沈値 卜病型 ハ如何 ナンレ關係 ヲ示 スデ ア
を ミ

ぎ き

ノ ラウカ(第14表)
o「 レ」線 所見 異常ナク喀痩i培i養i

第14表 病裂 ト赤沈値 トノ閃鍔

病 型 「レ」線 上}1弥 典炎

＼i辮麟 鐸i
ll職畔蝦縄噛 聯鶴

-　 ▼　 　

i陳 薔 性
覇

論 翠 滲出性睡
騒

一 以下纏 磯 1い 1 2 2211 ・/藤 酬8/
蜜

ユ1-30漁 通 3
、

ヨ

い
i
li

ヨ ぜ2

茎 竃

轄

,3

曳

〆1

(結 腰牲旛
膜炎)

齢

子 1
3h}囎 以 上 { 14{. gド9 ユ1ユ

:(腎臓 結 り {
一 も 闇

'箋

く

菌陽儲 ノ赤沈優 ・何レモ正常デ・初感染簿臨
と

デハ矢張 リ正常 ノ範園 二止 マル モノ多 ク、肺尖結

核 、陳薔性病竈 ヲ有 スルモイモ亦正 常値 ノモ ノガ

。多 イ◎肺浸濁 ニアッテハ ソノ程 度種 々デ、肺結核
な

ト滲働娃肋膜炎ニ ア ッ テ ハ彊度促進者 ノ多イノ

ハ、赤沈値ハ病竈 ノ範園、活動性ノ如何二左右サ

レノ・以上當然 ノ事 デア～ ウ ト考 ヘラ レル◎
.

C・ 工場内慈染源ノ問題(喀 褻培養戌績)
ミ も

昭和17年9月 ヨリ1年 間 二全從業 員巾 カラ喀湊 ・
～

吃 第ユ5表

騒ア ル モ ノ

11'

5

τ
》

中結核菌陽性 ノモ ノ36名 テ獲見 シタ。昭漁18年3

月迄 ハ專 ラ鏡槍 ノ ミ行 ヒ、3月 以後 モ至 リ始 メテ
ザ ヒ

培萎ヲ膏 激 ◎36名 中鋤 塗ノミテ行 ツタモノ2例

鏡槍増養併用セノノモノ7例(之 ハ何 レ遜培養ニテ

菌肇落100以 上 ヲ算 シタ)・他 ノ27例 ノ曙 養陽蟹"

アル。菌陽性者 ノ全從業最 二封 スル比率 ハ2.0±

0・33%、 罹 病者総撒 二謝 シテハ26。5±3.78%、 約

4分 ノ1デ ア ル ノ ・'・

、
之等菌陽性者 ハ如毎ナル機愈二獲見サ レタデア

ぐ
検診種別二翁ル喀湊検査成績

＼
検 査 人員

定 期 槍

麗灘鵜艦離鵜i繍鰹酷

診
… 一一一謡

喀綱 購 盛
菌難 劃 議

レ
　

同11名 中
培 養 ユ2例

同π名中
培養45例

3撫}＼ 瓶

検査鰭員二
封スル比率
蒙

α2% 0.1% O.6%

特 ～ 検 ・ 診

分藏劇講薄量者編1藷
57名/2・ 名

'

養培員全
例

例
55
2

養

鏡

・

培
槍

外 來及 ビ
入 院 患者

32名1
.

全員培養

10名 2名tノ 銘

1乳5% 9・5% 12.5%

「レ」線 上所 見
ノア ル モ ノ中

・培 養31例

ユ4名

A5.2%

轡

、〆轟 ・

11一



,ラ ウ カ。第15嚢 ノ、之 テ示ttJ'郎 チ法規 ニ ヨ・・定期

槍 診 二於 イテ16例 、 ソノ他 ノ特定 ノ検 診 二於イ テ

16例 、掛 飛 及 ビ入 院 患者 二於 イテ14例 トナ シテヰ

Le合 計46例 トナノ魯プ、 コノ申10例/輪 爾同 ノ槍診

二重複畿児 セラ レタ事 這』ナノ%り

昭和17年9月 ノ工揚法 ニ ヨノレ槍診 墾ハ鏡 検 ノ ミ

ヲ行 ヅタ ノデ、菌陽性率 ハ極 メテ低 ク11例 二試 ミ

テ2例 ノ開放性 結棲患者 二於 イテ陽 性 デアツ タニ

過 ギナ イ◎鏡 捻 ノ ミヲ行 フ時 ハ菌爽見 ノ比輩 ハ極

ノテ低 イカラ必 ズ培 養法 ヲ試 ミネベナ ラナ イ。腿

力法 ニ ヨガ検診 デ4例 ヲ得 タ ノニ、昭和18年9月
ミ

ノ工揚法 ニ ヨル検 診 デハ10Bljii,得 テヰル。此 ノ事1

賓 ハ青年男子 ノ ミ三目標 テ置 イテ モ、高年者 艮 ピ

女 子ノ槍診 ヲ徹底的 二行 ハネバ多敬 ノ菌 陽性者 ヲ

見落 トス ト云 フ危瞼 ノア妙事 テ{敦ヘノレe.1、

更 二之等 ノ・一般検診 ヨ リモ;特 別 ノ限定 サ レタ
や

封象二封 シテ行ハ レタ検診ラ於fテ ハ菌陽性率ハ

遙 カニ高イ事ハ矢張 リ第15表 二明 ラカニセデレテ
ノ

ヰノレ。帥チ他 ノ職揚』比 シテ従來結核患者ノ獲生
＼

第16表 病 型 ト喀 痩 桧 査 歳 績

鵡諾 諺;ど瀟 霧鍵 叢鑓 髪
(「ヅ」覆 癒陽韓痔中ヨリ入所者選揮)ヲ 牧容 スル

鍵 民修錬所入所生 二封 ス ル槍診(夫 々菌陽性奉

9.5%及 ビ12.5%)9於 イテハ遙 カニ高イ成績 ヲ得
う ミ

タ。外來受診者及 ビ自宅獲病ニテ入院 セノL者二於

イテハ極 メテ高 備 陽ltt率(培 養31例 中14例 ・

45.2%)ヲ 示 スノハ欝然デアラウ。

分析班ノ検診成績二就イテハ後二述λ凱 プ、筋

骨薄弱者 ヲ修錬スル窮1同 健民修錬所入所時工常
ナ

ツテ嚢見 すuタ2名 ノ陽性者ハ1名 ハ肺尖結稜、
ち

4名 ハ右肺門部カラ上方二向 フ初感染浸潤竈 テ見

雌 ノ◎修雛 中ヘハ7名 ノ 「ツ」購 陰性轡

同居 シテヰタガ、幸 ヒ特別ノ監硯テ行 ツタ爲、ts

名ノ陽傳者モ寓サナカツタ。陽性簿化者 ヲ牧容ス

ル第2同 修錬生申ヨリ4名 ノ菌陽性者 テ出 シタ

ガ、ソノ中2例 ハ 「シ」線洗双極性浸潤陳テ設明
ノ ぷま ミ

セラ レタガ、他 ノ2名 ハ異常 ヲ認 イナ イ。

菌 陽性 ノ程度 ト病型bノ 瀾係(第16表)。
・恥 叫隷ゼ

歪
、

一■一___.

1.

{
灘 像{除 腫 脹 滲出性

肋一 瑛 炎■

1肺副 ㈱ 核
窒

肺尖結核

F

陳 誉 性 病 鰹

L

騨 馳

乾 性
著明ナル石
茨化病竈 ヲ
有スル箸ノ

肋膜肥厚
及ビ癒着
アルモノ

薯膿撫 麟 編 淋巴
セ ザ ル モ

ノ1・
甑一 一一 …

i讐㈲i・2(8)}
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瓢_一}一

一

一}　盤

一晶一 一一 触 _

鱒 陽劇 　 1{lL2(:)7(4)1壕t.
～噂

培養醐L　 ρ 一い㊥」一紅…⊥ 喰!」 聖 い讐〆　5(叫 」 一塑一

堀(柵)い ①L},!一!・(・)}4(3)12(2)/}
饗
.陽

性
度

_㎝ 　

(粋)iピ 判 、1・(・)1-2(・)1い(・)癖ll・ σ)

1(+)/2(2)i2σ)i}・(・)1凶16(酬 ユ①12(2)i{・
馬_}-F

雌 陰劇86、12L8
3翻i

}

・12・ ざ ・ ・ 4
i窪 ζ

4

一

、1註,O齢 翻 嚢見7示 ス ・

糟 養基上 ろ菌陽性 ノ程度ハ次ノ規定 ユヨッテ記

載シタ◎ 、

(一)菌 陰性L

l

(+)聚 落10個 以内

(什)i聚 落δ0偶迄
汽㈲ 聚落50繊 ム 又曙 養基上一面 二翫

イ く

ガ リ算 定 言得 ヌモノ

ご

↑

垂

織 初瀬 一於クル轡 結鱒 継 ノ雌
ノ糠 谷激授ノ4&9γ%・ 岡捨己氏ノ43・7%y始 メ

トシ・ ソノ他ノ諸甜 於イテモ職 ノ陽甑 績 テ

認 メテヰルo石 田氏ノ成人蹄門部淋巴腺精核ノ研

究二於 イテモ、約 ジノ孚歎以上(5ag-56β%ン ン

菌培養陽性率 ヲ示サ ψルヰル◎

余ハ 「ッ」反鷹陽性韓化者デ、嚢病二至ヲ ヌモ

一 ・-12-一 一

鴨錘



ぎ

fノ ・中約3分 ノ1二 就 イテ喀痩培養 ヂ試 ミタ。彼/第17表 喀湊黄陽性 ト年齢

等一自己糾 ツ」購 陽轍 要簸 塒 期一アル ▽ 陽鱗 培 ・

欝lll驚 鎗霧 麟1副 器1票i醗触 寡
激 ノモノ3名 デ、ソ坤2名 暢 轍 間モナク い ・名)

菌陽性(中1名 一聚落1001彫 算 シ9ノ'・ 注意x・N・

キヂアラウ)デ ァツタ◎他 ノ銘 暢 簸 晃立ツ3・ 以上1・ 翫19

窯融灘 議副 螺繰購 囎嚇施設聯 綱賜 趣
工場鹸 診デへ 舛 襯 顧 赤輝 沈降搬 湘

條件ノ喀湊テ得難カツタ爲デアルカ◎滲 餌性肋膜

炎2卿 喀麟 雛 者中・名 一轍 後就業4ケ 月 定 レ'比 轍 髄 シテ行ノ'け ガ・嚇 鮪 一術

甚享瓢 怨簾1贈 難驚 静P幸灘 講 鰍 驚 扇蔽璽繍 島
.イ。'1係 一見 出サ レル(第18表)・ 然 セ充分感染源 け ル

肺蝕 一就イテノ、槍醐32伽i1例(約3分 ノ 鄭 表 喀継 撚 ト龍 価 ノ關係

・)、肺結榛 就イテー廟 蜘 馳 デアソタ.之 翰 讐ノ鍛 警罐 螂

等坤 鮪 熱 症総 者鉄 々6徽 ビ跡 亘含マ 器 翻 騰 斌 轡+)
レテヰル事ハ特二注目二便スルデプラウ。叉肺尖

結核ノ焙 養 刷 全部陽性 撚 手全部無自畳デア ー… 一一 一rt-一 †一 一{/

ル。元來肺尖結核ハ自発症状テ飲 ク者多 久 從 ツ

デ自他共亭警戒セズ、又馨師ノ勧告テ受ケテモ休

養頒 諾セザル=者ガ・多イゆ然モ之等ノ中ニノ・相當 モノ・中ニモ赤沈値正常ノモノモアリ、又第1竣

耀 噛 ヲ囎 スノレモノモ多イ。 現 ラレ磁2「 レ」総 槻 ♪クけ 菌喀胞
ノ

、テ譲猿 筆欝 静 繋 難 驚贔 贈媒 錨 醗濤響騰 憂;;
ノ ぜ

源ノ問題ハ膝浸潤、肺結核、肺尖結核患者中、菌 ル。之ニヨツテモ赤沈値ノ測定ノ ミデナク喀湊培
ミ

ヲ多量二喀萬スルモノ(鏡 検陽性、培養陽性(十)養 ヲ助行シナケレ六ナラヌ事プ偶ル◎
メ ミ

(冊)ノ モノ)総 数19名 申無自蝿無疲状患者ガ約孚Dr作 業條件F結 棲蔓樗

鍛10名 モ居 ル 鼠 フ黙二睡 ラノレベク・之等論 當工鞍 於クノ職 駒 牒 條件ニヨツテ分類・Xi,

!焚 見 二就 イテノ絶 エザル努 力 ト、患者 隔離 二就 レバ大髄次 ノ様 ニナル◎之等 ノ精細ナル内容 又ハ

イ テノ徹底 セル封策 ノ樹立 ガ望 マ シイ。'哩 人 員配 置二就 イテハ詳述 テ避 ヶタイ◎ 廉 毒

現時工揚 二i封シ指定 サ レタ定 期検 診 トシテハ國 輩1高 熱作業(高 熱 ノ廣汎 ナ茂屋内:・アツナ重

民髄力法 ニ ヨル14-25年 ノ男 子ン槍診 ガ年 湘 、 勢働 二從事 スルエ員),

諜=鷲 冬響 識 羅 甥 ＼∴ 書騨(主二誹 ∵ 醐 二從事
3軽 作業(專 ラ屋内ニアツテ輕度ノ作業二律テ分 ケテ見ル ド〈第17表)、國民{澄力法該當年齢ヂ

ー、7名デアルノへ 謡 海 ヨ噸 診 ノミ授 ク 事 スノ唄)轡/

堵 デノ・19名アノ疇 ニナル◎從 ツテ高年者及 ピ女4事 務系統(獺 ナル屋臨 アツ矩 擦 務

子ヲモ肇豫 トスノ江 揚法ニ ヨノ;検診 ・更二頻同施 二從事ス・職 員)～

行サ レネバナラナイ◎ 、5養 成工及 ピ訓練工 住 二學校x一アツ淵1練
、 ル 塑

一 一・13-一 一



第19表 作業種別 ト結y.蔓 延度 トノ關係
1選

＼%{

作辮鯛'＼}

高 熱 作 業

重 筋 作 業

作 業

務 糸1統

1数r .訓副
即

作糊 ＼ 麟 劃 轟懸)
85・3±u5L墾13±3撃

い 臥6土 ・・6614・ ・3±生72

i9.6±a叫45・8±6・5・

89.e± ・.8gl961・ ±6.8・
　

,レ42・9±59・ ・
確 融 ユ)(

2㌢

率
〉國簡

病

嫁

、

罹
σ

呉
h6
.5±0。72

(4・ユ)

噺

12.5±1◎65

(9.3)

2.3

)内ハ無白畳獲兇ヲ示ス。
※印ハ患瀞 漁 鶏野スん比肇。㍉

ヲ受 クル モノ◎既 二現場 二配麗 サ 匂 タ モ ノ テ除
　ノ む

ク撫
二碇 等ノ繍1-、 結髄 ノ程度テ

示罐 鶴 韓 讐 雷!鹸1
、勢、

働ノ輕重落ヨル蜘 牛三拘 ラ畑 綱 毒 ヲ示 シ テヰ

薯㌧鷲 弊灘鷺 響鱗 翻ご禽
を

痩 ノ肉髄浩耗グ要スノζ重勢働群ノ方ガ罹病率ノ低

イ原因ハ種 々アルデアラウガ、次 ノ様 二考ヘルノ

軍要當デハナカラ務 ◎ 〆 ワ

屋内rア ッテ作業叉ハ事務 二從事スル輕作業難

二於 イテハ、輕度ノ病竈テ有スル結核患者モ急激

ナル病勢ノ進展テ見ル事少ク、猫良 クソノ業蒜耐 ・

へ、從 ツテ又無自畳症歌ノ患者 モ混牲シ(9.3%)

且 ツ灘 雛 率〆59:5%(鮪 畳ノモノ4砲%)∴
象
確 ス,、◎之三反 シ廣汎ナ㌧昨 糊 及 ビ麗嬉 ア

ソテ從業スル高熱、重筋勢働群二於イテハ、高度
メ

菌 陽 性 奉※i
(1ケ 年間)

26.3±7.14

(ち.3)

59.5=ヒ7.57

(45・2)

い ㌫・

陽朧 タ※{

709±2.02

17.2±4。69

1吃 ・

致 命 李※
αケ年閻)

葬

ミ も

魯＼ ρ・1士3響27

3.9士2。66

し1

・/.δ ＼

全 二閉鎮 サ レタ屋内 二於 イテ從業 スπノテ絵儀 ナ
ヒ し

総 搾 二鴫 興 染テ受勿難
ぶ

1義㌻繋 鰐 警 叢 誓蕪芒嚢填
結核猶病ハ勢働 ノ輕重二關係 セズ ト云ハ レルガ、

以上ノ成績 ヨリスルモ、當工揚二於 ケル結核套病 、

モ寧・作業環境ノ影響ガ大キ ナ 要素 ヲナシ》居

リ、結核進展碁關 シテハ作業強度ガ重要ナル役劇

テ潰ジテヰル ト考ヘラレル。結核慰者致命牽ガ重

獺 群二於イ掘1%ご カ 、ノニ・輕牒 群轟於

イテハ遙 かa低 ク3.9%一 デ アル事 毛之 チ裏書 キス1

ノ、モノデア ラウe'll

從 ヅ テ結核 ノ螢生 ト進展 二關 スル之等ニ ツノ要 、
　

素 ガ、強度 ノ勢働ヂ拘 ラズ重勢働群二於 イテ低 で

罹病率ヲ示 ス理 由升 スデアラウ◎要ス・レエ艦 ㌔

上 二表ハ レタ工揚丙結核ハ、 ソノ畿病ハ作業褒境
ヤ

ノ良否 子影響セラレル所多 ク、 ソZ進 展ハ作業張

ノ肉鵬 籍 要ス礪 、選撫 醗 ノー 職場一/一 農 二左右 セラレ漸 紗 クナハ 思ノ・レル◎

止 マ リ得 ズ、職場 ヨリ脱落 スル モノ劣 キ爲、無 自

畳 就誕 患者 少 ク(4.1%、 前 者 ノ傘分)、 從 ツテ現/。

揚 二於 ケル無 自畳菌 陽性率 モ揮 メテ低 イ(5ご%、

瀦 イ9分 ノ1)◎ ノ

ー 又陽韓 率 ガ爾群略等 シイニモ拘 ラズぐ陽縛獲病

率ハ高熱 、重筋 作業 デハ7・9%、 輕 作業群 デハ17,'

2%ヂ 、 後者 二多イ◎

震癌 ン渥 内又ノ握 外 二養 ツテ勢働二從事スル
も 　

擾合 ト、独隆ナメ屋内轟在 ッデ從業 スル揚合 トデ㌧

ハ、後者 二於イテハ感染源 ト接鰯スル機會頗ル多

ク、殊 二本縣 二於 イテハ冬期約4ク 月間二亘 リ完
癖

、 ・、

な ヰ タ

猶養成工、訓練工二就イテハ、若年者 ノミテ含
ノ

ム事 ト・職 場 靭 騨 サ げ ヰノ囑 二低 イ罹櫛

2・3%ヲ 示 スヴ デアラウ。.ll-rv

分 析 班 ノ特別検診 二就 イテ◎ 、 ・ メ ∴

談屋 内齢 業群 二於 イ気 結核罹病率並 ビ論蘇

蠕 替 云フ・佛 シ誕 來濡 呼 細 舞結
核患者ガ多イJト 樗サレテヰタ ユ職場二樹 シテ行

ノ ぢ

ツ汝槍診成績ヲ述ベテ見ヤウ◎此ノ分析班ハ同一

建物内二從業スル聯員並 ピニエ員合計57名esリ 構

成サレテヰル。建物ハ昭和 蝦年10月 迄ハ小室9、

大部屋1ノ 独隆ナルモノ デァッタガ、嗣月以後小

_ユ4一



室3、 贋 大ナノレ作業場 テ有 スノ噺 屋 二移 ツタ。 移
ノ

韓後6ク 月後ノ昭和18年4月 末第1、嗣ノ槍診ガ行
～

ハ レタ◎

ソノ成績 ノ要黒占ハ次 ノ様 ニナル0

1・9「 ごベル ク リン」皮 内反慮成績(感 染率)。
ノ

人 員 陽性者 ・ 陰性者

57名"50名(87.7%)7名(12.3%)
で 　

2・ 過 去6ケ 月聞 二於 クル陽性韓 化者 。

嚇合 言t13名(陽 性韓 化Z365.()%)

3.赤 血 球沈降速度◎

10mm以 下11--30mm31mn以 上

"34名18名5名

94
・ 喀褻 中 ノ結 核菌 陽 性華 。(全 員 二翌 シ47.7

%)

　 麟舞
・rツ 」反慮陰性者4-「レ」線上所見ナキモ喀湊培養

'陽 性髪1ケ月後「
ツ」反鷹陽糠ス)

之等ノ罹病細 、肺結棲1名 、滲萬盤肋膜炎2
ぴ

名 ヲ除 キ・ ソノ他 ハ凡 テ無 自舞 又ハi無症散 デアツ
職̀タ
。肺結核3各 ハ検診直前 、馨師 ノ命 二服 シテ休

,。。.業シタ。然 シ猛・鉾 診時肺結核5名 ハ就業中デア

諭 陽韓者ハ前記 黛名 ノ倣 全部就 業 中 デ アッ

タ。陽程率及 ビ陽韓率ガ甚 ゲ高率ヲ示ス原因ハ、髄

之等感染源 トノ絶エザル接燭自アツタ事ハ確實デ
鍵

,ア ノレe、

之等獲病者 ノ既往ヲ追求 シテ見ル ト、感染源 ト

ノ長期二亘ル接濁 ノ機愈 テ有 シテヰタ事ガ判 ル◎
ぴ

㌦ 五

培養 ヲ行ヘル毛ノ55名 中9名 陽性
ノ も

.培 養 ヲ行 ハズ、1鏡検 ノ ミ行 ヘル モノ2名 中1名

陽性
も 　

翫 検診上異常 アルモノ。

「ツ」購 既朧 者糖難 劉 墜 継 陽性)
や

肺門淋巴腺腫脹1名
門周園浸潤1名
逡毘性肋膜炎4名(2名 喀疾菌

ソ ノ2、3テ 述 凝 ヤ ウ ◎ ・
ダ

肺結核患者Aハ 現在3δ年、20歳 ノ時獲病 シ、當

時時々喀血ヲ経験 シタガ聞モナク全治 シタ ト栂 シ

テヰルb現 在ハ外見上何等病み ラ シ イ所い 無イ

ガ、「レ」線尉眞ニョレバ右上藁 ご示指頭大ノ室洞
ノ

ヲ認 メ、ソレヲ園ンデ硬化性浸潤竈ガアリ、右肺

門部及 ビ氣管枝 ノ著明ナ鍵 とガ起 ッテ年ル◎菌ハ

塗抹、増養 トモニ強陽性デ≠ル。作業室ハ奮建物
ヰ

中 ノ荻隆ナルrカ ーボ ン」室 デ、常 二2、3ノ 共 同

者 ト同室 シテヰタヅ、魍 去鍛年間 ノ同窯者 も名巾

曙 壌 病者 咄 シ、コノ中1冶 ノ・既一死亡、銘

ハ現在療養 申、1名 ハ肋膜炎 テ起 シタガ現在 デハ

治癒 就業 シテヰル◎.

叉肺結 俵 憲者Bパ25年 、約6ク 月前 ヨ リ咳嶽 ノ

アπノニ氣付 イテヰタ外 、何等異常ハ認 メズ ト稻

㍉テ畔 ル。「レ」線 霧翼 簿ヨレバ左肪 上葉篇農 汎ナ

ノ噸 殖性及鰺 雌 磁 論 シ、握 濁ヲ譜 タ、

菌ハ培養強陽性=デアル◎作業室ぐ藷建物デハ大部

屋二居タヴ、新建物デハ矢張 リ 「カーボン」室 二

t移 り他 ノ1名 ノ共同者 ト同室 シタ◎此/共 岡者 ト

シテハ不幸ニモ全部ガ 「ツ」反磨陰性者 デアツタ

爲、交替 スル者皆登病 シタ◎旬 チ肋膜炎2名 、肺、
く ヨ

門淋巴腺腫脹1名 、肺門周幽浸彌1名 デアルρ患

者ハ槍診後直 チニ入院 セシメタガ、6ク 月後二至

一 リ喉頭結核ヲ合併 シテ死亡シタ◎

他 ノ畿病者ハ何 レモ同一建物内『於イテ無自翌

性結核患者 ト親 シク接鯛 シテヰタ尊ガ判明シタ◎

桧診後菌 テ多量二喀出スル者 テ隔離 シ・要注意 蔑

ノ監視 ト養護二努 メタ結果、約 済ク月後 二重記肋
、

膜 炎患者ヲ1名 醐 シタノ ミデ、約6グ 月後ノ現在
ポ ホ

ニ至 ルマデ来ダ新 シイ爽病者 モ陽輻考 モ串ナイ◎

/要 之・狭隆ナ建物内二鮪 難 開放性結援憲者
ト同室シ・親 シク接鰯 シテヰル時ハ郊何二恐ルベ

キ結果 テ齎 スカガ判 ル デアラウ。同時 二結核朱感

染者 ノ職場選揮 二當 ツテハ愼重 ナ馨學的考 慮 ガ加

ヘ ラ レネバ ナ ラ ヌカヲi教へpaモ ノ デアラ ウ6ゼ

総 括 拉 ビ ニ封 策
ヘ ノ

ご自然的並 ビニ人爲的 ノ種 々ナ ル條件 ニ ヨソ テ北

陸地方 ノ結 該ハ著 シイ蔓延 テ示 シテヰ ルガ、從來

,ノ

農村結核 ノ淵源 ヲナ スモノ ト考 ヘ ラ レタ工場結援

ノ實相 ヲ明 ラ カ出スル ノハ多大 ノ意義 アル試 ミデ

一一一15_ _
琴



アラウポ本論殖 ベラ レタ副 縣 某重工業工場ハ

ソノ創業以來〔多年ノ星霜 ヲ経タニモ拘 ラズ、未 グ

工揚結核清掃ノタメ何等積転的ナ組織的科學的検

診 ズ朽ハ レテヰナカ ツタ爲 、幾多 ノ結核蔓延 ノ娃,

條 件 ガ極 メテ自然的 二育成 サ レテ來 タ。從 ツテエ
ち ノ

揚内從業員ノ結核感染率モ、入就希望者二關 シテ
な

鴇 タ附近農漁村繊身奢ノソレヨリキ高ク、叉昭和

17犠7%鉱'照 和18年 度84β%ト 云 フ凧 二漸塘

ラ示 シ、「ツ」反慮陽韓奪モ亦極 メテ高イ。
　

當工場二於ケル結核蔓延ノ實相 ノ簡明 ト、ソノ特

殊性ノ杷握二費 シタ過去1ク 年テ経テ、礎 來ノ自

然的放任歌態ヘノ終正符テ打チ、同時二將來 ヘノ

徹底セル衛生管理途行ノ礎石タラ、シメントシテ企

テラレタ嘘昭和18年 度工揚総検診ノ域績テ概括 ス,
ち な

レバ・結 核嬉架 率84・6%・ 過 去1ク 年 ノ 陽 鯨率

442%、 罹 病率7・5%、 死 亡率0.5%デ 、 農漁村 テ
も 　 ゆ

茸後瑠 刃唾珠 工麟 シか 極メテ謝 比挙
ラ 示 シ テ ヰ ル ◎/、

ぎ

就申・工揚内感獅 む シテ重要観 サル^eキ 無自

畳無症厭性慾者 モ亦頗 ル 多倣 ヲ占 メ、全罹病者

133名 中95名 、71紘 ニモ及 ンデ蔚 レ。然 モ乏9全
曳

,擢病者 ノ菌陽性率ハ26・5%Fナ リ、無 自墨菌陽性

者ハソノ3分 ノ7タ 占3テ ヰル事ガ判 ッタ。之二

關 シテ〉・工場内感染並 ピ.r襲病 ノ原因 トシテ、之

等感染源 トノ絶エヂル接編 ト、ソげ 容易 ニスル

諸齢 麟 灘 ゲラノ困 キ事 ヲ例示 シタ。

特 二結犀初感染症二就イテノ群 細ナル探追 獄

、ミタプ,從 來芝等初感染者 ノ獲病豫見!ユ 目標 ト
き

シテ考ヘヲレタ`ツ 」友慮 ノ陽韓確認、初感染時

愁漁 赤沈韓ノ促進、喀痩培養 ノ陽性等 二關 シテ
　 を

得タル結果 ヨリ観察スの ㍍ 當工婁 ノ初感染蛮病

者ヘ ソノ螢病極 メテ急速ニシテ・嚢病醐 ツ」反

懸陽韓 ヲ確認 シ得 ザル者頗ル多 ク、且之等嚢病者

ヲ陽纏時 ノ赤沈値、自発症歌等ヲ以テ豫知 スル事
ノ

/・ 不 可 能ナル黙 講 殊性 ガァノ叶 、思バ レル。從 ツ
つ

テ初感染褒病ノ阻止ニハ陽簿者養護モ勿論必要デ
へ

、アルガ、蜘 結核未 感染者 ノ監覗で酬 テサ レネパ

無 意義 デアル ト考 ヘ ラ ゾル◎之 二就 イテハ積極的

豫防 方策 トシテB・C・9・rワ クチ ン」ノ接種 モ亦

鰍 ナル辱 段デアル轡 ヘラレ%

罹病者全激 ノ約7割 ガ無 閉礁 翻 変デアル トス
嘉

4果 瑠 來 スノ功 デ如實轍 一ノ遅 ノデアラウ。又

職揚選揮、殊荊結核未感染者ノ配置昌就イテハ、の

偵 穆ナ騨 的考慮ガ彿ノΨ 塒 ハ・極 ぐテ悲鰺ナ

結果テ來タス事 ヲ例示 シタガ、之ハ唯 二破害者ゴ

宿人ノ簡題}シ テ片付少ル謬ニハ行 カナイ。

當工場ノ作業環境二就イテハ、一言 ニシテ云へ
ぎ そ び

バ自然的氣象的條件モ俘 ッテ頗ル悪イ ト云 フ事ガ
を

閏來 ル。而 シテ結 核蔓 延 二及 ボ ス要素 トシチハ 、

難 霧嚢熱 り箏懲 蕪 左驚 諺
所極 メテ大キイ ト云 フ見解 二從ベバ、強度ノ肉腹

.的 勢働二從事スル高熱重筋作業群二螢病率、罹病

率 労少ナイノニ鼓命拳高"、 独隆ナル屋内ニアッ

テ軽務二從事スル軽作業・寓務系統二錦 率・耀

～病率多ク、致命牽低 イト云 フ結果ガ了癬サレル。
も ミ

人員ノ不足、虜 働ノ邊童.設 備 ノ不完全等、亦止
気

ムデ得 ヌ黙多々アルモ、愼重、適切ナル馨學的考

慮テ加ヘル事ニヨツテ、アラユ・ル園難ラ克股シテ

努力ズベキ絵地ナシ}シ ナイデアラウ6〆

以上 ノ成果二基イテ、工揚内結核清掃封策 トシ

テ緊急ヲ要 スルモノ冷 シテ発從業員ノ健康簿ノ作

レパ乏 力犠 見 ト病駿二礁 ジテノ塵置二封 シテム、

文極 メテ積極的ナ手段ガ講ぜラレネバナラナイ。

菌喀出者ノ年齢ハ14-一一一25年ノ男子17名 、・女手及 ピ

26年 以上ノ男子計19名 デァルカラ、'國民鐙力法at

ヨル桧診昌ヨツテ菌喀出者ノ焚見 二努 メ ルハ 勿

論、ソノ他 ノ年齢暦 二向ツテノ更二頻同ノ検索ず

必要デアル。,從ツテ現在ノ工場法ニヨル定期検診 、

ノ禮 力巌 診妊 二翔 且 ツ鵬 一施御 レ糟

稀 望スノレ.更 二鮨 恥 者中、肺浸1献 肺鑑

核患 者ハ ソノ喀婆 巾菌喀 β{ノ程度 又大 ヂ、約8割

テ占メノレカラ・之等 ノ槍 索 く爲 ニハ喀疫培養…法 ハ

〆是 菲 藩モ励 行 サ レネバナ ラナ イd特 昌高年者 ノ無

自鹿性 二就 イテハ特 二注意 スベキ デZ/yce
き

定期槍診 ノ鋤行 ト共三職場 二樹スル特別検診モ
　 き

是非施行スベキ事項デナラウq余 ハ結核蔓莚度ノ
i極
.eテ高イ1職 揚二封戯 ル擬診者 テ述 ペタガ》之

ハ將二結核蔓延ノ縮 圖デアツタ。僅 力57名 ノ1職

揚二15名 ノ罹病者サ見萬シ、過去6ケ 月間〃陽韓

者13名 中滲出性肋膜炎 患者テ4名 モ 禺,シ 多事實
ハ、感染源 トノ絶エザル接鰐ガ如珂二恐ルペキ結
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製・職場検診ノ励行、無自贅無症歌 患者ノ爽見、

菌喀萬者ノ庭置、要注意者 〆監覗、入磁時身腱検

査ノ戦 齢 馬 進ンデ徽 未騨 輝 ノ繊 選

揮 、BC・G・ 豫 防 接 種 等 ガ 塁 ゲ ラ レ7YT"、 ソノ
き

譜多 クハ既 譜 々實行二移サレテ脇 ρ

、 繕

,厨

六 結 ・ 論

上記病院開設以來 ノ約1ク 年間二於ケノt各種検

診及ピ病院外來、入院結核患者ノ観察ニヨリ、當

工場二於ケル結核蔓延ピ現歌ヲ略推知 シ得ノ叶 思

7・ 驚 過去二於ケ禰 極的瑚 健騨 琿ガ・否
寧 ロ殆 ン ド自然 二放任 セラ レタルエ場 ノ結 核 ガ、

灘ソノ魏 伽 テ來タル愚 勺熱 ノ厭 ト磨滅一
如何二重大ナル役割テ演力功 入墓礎的實情ノー

霧叢 難難 難 醗理ノ
工場周邊5於 ケル結核汚染度ハ、入肚希望者 二

關 シテ得タ附近農漁村出麟 瑚 査ニヨリ・ヰヒ陸

地方特有 ノ高イ感染率テ示 シテヰルず、工場内二

於ケ嚇 核 聴 韓 硬 諦 谷 又 ソ瑚 勃 ナ

漉 感染率ノ上昇、驚クペク高イ陽韓率ノ・、モ揚内

結核蔓延ノ刻 々行ハ レ、テヰル事 ラ物語ルモ〃デァ
㌧リ
、工場内感磯瀞 ジテへ 鮪 難 、無症羅
'箪喀患者 ノ多数

ノ存在rソ ノ意義 ヲ認ムルモノデ

ア ル ◎・

作業環境ノ良否ガ、風=ヒノ特性 ト相侯ツテ結核
ぼ

嚢生ユ密接ナル條仲ヲ示 シ、作業彊度 ガ結核進展

二重要力 殴 割ヲ持 ツ疎 大ナル作業揚・叉ノ・屋

桝 二於クル高熱、重袖作業群 ハ、結核進展 ノ速度

大キク、長 撫 醗 ノ儘鰐 二止マ リ得緊 涛 睨

落スルニ反 シ、屋内輕作業群ハ結核獲生 ノ妊條件

テ備へ斗然モ結核進展急激ナラザルタ メ、良クソ

嚢

ノ作業 轟耐へ、從 ツテ叉無自廃菌喀出者 多数混在
し な

シテ接鯛ノ機會 ラ作 リ曳 結核感染 ト螢病二・ヨリ
ヨ

好個 ノー環 ヲ形成 スルモノ ト考 ヘ ラ膨 ル◎即 チ、
ノ
離 郵 礫 群二於イ耀 騨 ノ面 割合ぐ妊

拳高ク、輕作業群二於イテハ罹鼻率高キ割合二致
ゑ

命率低 イ◎無自畳患者 ノ獲見率モ輕作業群ハ高熱

重筋作業群 々 レ覗 シテ遙 力塙 イ◎一
督,

從 ツテ憎方、作業環境 ノ改善 テ當 ツテハ・,衛生
ゑ ち

學ノ教 フル諸法則 二則ルハ勿論、感染源排除二定

1膨紅 課藷識 二禦鱒;
リ、他方個人ニヨル労働ン輕重ヲ考慮 ジ、作業榛

も

件 乙適 正 ヲ期 スペキ デアル◎、 ・

青少年工 ト女子勢務者 、殊 二結核未惑染者 ニア

リテハ、陽縛時 ノ養護 ノ必要 ハ論 ヲ侯 タナ イず、

陽韓時 ノ養護 ノ ミテ以 テ磯 病阻 止 ノ徹底 テ期 シ俘 一

カイ實情苗鑑 ミ、更 ニー歩 テ進 メテ陰性時 二方鯵

ル積極的施策 トシテノB・C・G・ 接種 ノ必要 ヲ痛

感 ス ルモえデアル◎ 運 亀 、

纏 … 臨～恩晒 騨 梗!御 指導tttf-r!ani

校閲テ謹謝シ、石田助教授 ノ御教示ヲ深謝スル。、

交笹部エ揚長、樋上、中野爾課長並 ピ三關僕各位

ノ御協力二感謝シ、併セテ大岡綜長、合原外科馨

母 並 ビニ高岡事務課畢轍 意竣 スノ吃ト共誠 田
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